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短報花粉分析か らみた奈良盆地東部の古墳時代植生の検討

金原正明 1) ・ 泉 武2)

1.はじめに

考古追跡におけ る 花粉分析に よる 植生の検討は ， 低限j也に立地する遺跡を中心に進められてきた

(たとえば、安田 : 1979，明日: 1983) 。それは低湿地の追跡に従来花粉分析が対象と して き た湖沼や谷

の堆積物が発達しているからである。しかし ， 遺跡のほとんどは丘陵や台地およひ自然虎防上に位置

するため， 花粉分析に適する堆積物が少なし遺構内などの堆積物が分析対象となる ことが多い。遺

跡の堆積物は ， 一般的な湖沼や谷の堆積物に比べて，時間i!il[jが短かく堆積域が狭いという点で大きく

様相を違える。その よ う な遺跡の堆積物は花粉分析でも広域的な植生やその変遷とは理解 しがたい例

も多い。たとえば季節性の反映(辻 : 1984) や近接す る植物の日郎、反映(金原 : 1 988) 等の特異性も

示されている。このように遺跡における花粉分析は， より 細かな植生の復原の可能性もあり ， その検

討は重要となる。

本報告では， 地域的に資料としてまとまりのある奈良盆地東部の古墳時代のデ ー タの概要を報告し ，

遺跡の堆積物の花粉分析における特徴や傾向の検討を行いつつ， 他生の復原を試み， 速報とする。

2. 調査分析例

2-1. 小墓古墳

遺跡の概要と堆積物 (図 1 ・ 2 参照)

奈良盆地東辺の春日断層崖下に西方に派生した低丘陵の西端部に築造された*北から南西に主軌を

おく全長約 80m の前方後円墳で， 同一丘陵上には 2 基の前方後円墳と 円墳があ り一つのまとまりを

形成している。墳丘上部は削平をうけ原状を留めていないが， 周濠跡は畦畔によく残されている。調

査は この東側周濠の全周濠面積の 1/6 にあたる約 1000m2 について行い， 延長 40m ， 幅 12~13m，

深さ現水田商から約 2 .8mの周濠を検出 した。周濠内の堆積物は上層 ・ 中層 ・ 下層の 3 層に区分でき

る。 上層は近世以降のものでシル 卜塊が傾斜 して堆積し， 後円部の墳丘土が削り取られ水田の客土と

して利用されたと推定できる。中層は厚さ 1. 5m の灰白色の砂質泥で，層相変化は顕著でない。その

下部からは黒色土訴が出土している。 下層は濠低部の凸凹により 0. 3~0 .5m の厚みのある樹木起源

の大型植物遺体に富む泥炭質の堆積物で，層相変化は顕著でない。本報告では古墳時代に堆積 した下
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層のみを分析対象と した。この層には埋没したエノキ

属の立木の株が検出されている。濠底中央部には，

辺約 1m の土城と柱掘方，打ち込み柱(杭)などが検

出され， 濠内に木製の構造物が設置されたことが明ら

かになっている。出土 した遺物はJji輸と木製品が大半

を占め，木製品はまれにみる出土量である 。 この古墳

の築造は 6 世紀前半と推定される。

分析結果と植生

分析結果は図 3 に示した。花粉の産状における大き

な特徴はエノキ属ームクノキ属，アカガシ直属， (コ

ナラ属アカガシ直属，以下アカガシ亜属とする) , イ

ネ科， ヨモギ属がたびたび複数個の塊で産することで

ある。これらの分類群の花粉粒の塊が出現する層位は

各々 ， 花粉スペクトルも高い{直を示す。他にもウコギ

科，二葉松類(マツ属複維管東亜属，以下二葉松類と

する) , クリ属ーシイノキ属， コナラ亜属(コナラ属

コナラ亜属，以下コナラ亜属とする)が複数個の塊の

産状を示す。花粉群集はエノキ属ームクノキ属 ・ 二葉

松類 ・ クマシデ属ーアサダ属 ・ イネ科 ・ カヤツリ グサ

科 ・ ヨモギ属の変遷によって下位より小基一 I ~mの

3 花粉帯に区分される (図 3 ) 。小墓古墳の植生は， 1 

帯にみる特にエノキ属ームクノキ属を主とする樹木優

勢な環境から n帯のエノキ属ームクノキ属の減少と

イネ科 ・ カヤツリグサ科を主とする草木の多い環境の

増加， m帯のイネ科・カヤ ツ リ グサ科に加えヨモギ属

の増加による草木の多い環境の拡大へと変化する。エ

ノキ属ームクノキ属は I 帯~m帯にかけて減少傾向は

示すものの高い出現率を示すため，周囲はエノキ属ー

ムクノキ属の多い環境であったとみられる。また，ガ

マ属 ・ ミクリ属・サジオモダカ属 ・ オモダカ属の挺水

植物は出現しているが， 浮葉 ・ 沈水植物は出現してい

ない。これより 小墓古墳の周濠内は浅い水域か湿地状

であったと考えられる。このことはエノキ属の立木の
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図 1.小墓古墳遺構図と試料採取位置

Fig. 1. Plan figure of excavated area and 

sampling place at Obaka Tomb. 
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図 2. 小墓古墳土居図と試料採取回準

Fig. 2. Columnar section and horizons of 

pollen samples at Obaka Tomb. 
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株の検出からもうなずける。

星塚遺跡2-2. 

(金原:2 号墳内濠については既に報告した星塚遺跡の古墳周濠内j佐積物と その花粉分析結果は ，

2 号墳外濠と 1 号墳周濠の花粉分析結果は 「星塚 ・小路遺跡発揃調査報告書 J (天理市教育委1988) 。

これらの周濠内堆積物は， 堆積期闘が 150 年にみたない 6で報告予定であ る。員会: 1989刊行予定)

世紀前半から 7 世紀にかけての同時期の独立した水域の堆積物であり，各地点で各層厚は異なるもの

の同じ織成を示し，層相変化や~~理の著 し くない一様な質の泥炭質粘土および粘土が発達するという
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それらはたびたび出現率が著 しく変遷す る分類群があり ，特徴を持つ。周、濠内堆積物の花粉群集は ，

ーの1 ~ O_-ﾟ _-

わ，7 _.::> 
" , 
7゚ ;?> 

私~I ,0 

JVJ 

」匂 4p
'l1/ω 
也i/ (J 

iご1 命
、，/ .. 
主f 町
_'l1/ .'l. 

臼，7 U 

殴
/
@
市

u

q
p
d
h
F
e
y
o
g
ho 

h
p
h

汚
が
r
i

」J

N 

wu 

日

町l

O 一

]-

一ー一一一一一一ー しば し t:r J鬼 で応 出

図 4 星塚遺跡(星塚 2 号境内濠) の花粉組成(花粉総数が基数)

Fig. 4. Pollen diagram at Hoshizuka sit巴. Percentages of pollen were calculated on 

the basis of total pollen grains. 
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同一種類の花粉粒が複数個の塊で産する特徴を示す。これらの特徴を示す分類群は堆積域に直接的に

花粉を供給しうる近接に生育する植物であ ったと考えられる (金原 : 1 988) 。 星塚遺跡、の花粉群集は

ヨモギ属 ・ 二葉松類・エノキ属ームクノキ属 ・ クマシデ属ーアサダ属・イネ科の変遷により ， 星塚 ・

I ~Nの花粉帯に区分された。 星塚遺跡の1Ull生は 1 帯のヨモギ属を主とする草木優勢から II 帯に

みる二葉松類 ・ エノキ属ームクノキ属 ・ クマシデ属ーアサダ属の優勢へと変わり . m'N帯にみるヨ

モギ属 ・ カヤツリグサ科を伴いイネ手| の著しく優勢な植生へと変遷する 。 樹木花粉のアカカシ亜属と

スギは各帯を通じやや高率で安定して出現し ， 遺跡周辺地域の普遍的な主要な森林要素であったと考

えられる。 I 帯のヨモギ属の優占に代表される草木の優勢から ll ;Mj:の二葉松類 ・ エノキ属ームクノキ

属 ・ クマシデ属ーアサダ属の増加にみられ る樹木の優勢への変化は ， 古墳築造後の植生の二次遷移と

理解できる。樹木の優勢な E平野から二葉松類・エノキ属ームクノキ属 ・ クマシデ属一アサダ属などの

樹木の減少とイネ科を主とする l草宇本のi増首加加lけすす- る 班;叩f出H持.を通じイネ存利| をを3 主とすす-る草本のミ若著室寄二しく優勢な町市

への変化は ， 二次遷移とは考えられず. m' N帯におけ るソパ属の連続的出現からも耕作等の人為的

要因による変化とするのが妥当であ ろ う。

2-3. その他の分析例

布留遺跡

;(jî留遺跡、の 5 世紀から 6 世紀にかけての花粉分析結果(金原 : 1984) は，上位で草木花粉がやや地

加するものの， 総じてアカガシ亜属を主とす る樹木花粉が優占し ， 照葉樹の多い環境が推定できる。

前栽遺跡

前栽遺跡の 6 -Ut紀の滞状遺構のj栓積物の分析結果(金原 : 1987) は，イネ科が最も優占し，他に樹

木花粉ではアカガシ亜属 ・ スギ ・ 二葉松類， 草木花粉ではカヤツリグサ科 ・ ヨモギ属か、やや多く出現

する。 イ ネ科を主とする革本類の多い環境が推定される。

舞庄遺跡

舞庄遺跡の下層の古墳時代の准積物の分析結果(金原: 1985) では ， 樹木花粉ではモミ属 ・ 二葉松

類 ・ スギとアカプ1./シ亜属が高い頻度で出現する。革本花粉の占める割合も高く ， イネ l'l ・ ヨモギ属を

主とするキク科は高い出現率を示す。草木類のやや多い環境が推定される。

なお， ここに示した調査分析に供した試料の採取位置については後出の図 5 を参照いただ き たい。

3 . 考 察 (図 5 参照)

まず， 樹木花粉と草木花粉の剖合は ， 逃跡によってかな り異なる。これより ， 古墳時代の奈良盆地

東部地域は ， 森林と草木の多い環境が偏在的に分布する景観であったと推定される。

樹木花粉のなかでアカガシ1IÉ属は各遺跡とも比較的高い出現率を示し，スギ ・ 二葉松類も安定して

出現する。このことからアカガシ亜属に代表される照葉樹が周辺地域に広く分布する基本的な森林で

あり ， それにスギ ・ 二業松類のような針葉樹が{=I':われていたと推定される。 他にイチイ科ーイ ヌガヤ
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科ーヒノキ科・モミ属・ツガ属 ・ コウヤマキのような針葉樹とクリ属ーシイノキ属 ・ コナラ亜属のよ

うな広葉樹は各遺跡で低率であるが出現するため， これらの樹木は周辺地域の森林を構成する普遍的

な要素であったと考えられる。小墓古墳と星塚遺跡で消長を示すエノキ属 ムクノキ属 ・ 二葉松類 ・

クマシデ属ーアサダ属は ， 古墳築造による他生の破段後に一時的に成立 した二次林とみなせる。なお，

図 5. 調査地域の地形図と花粉の出現率 (4 %以上の分額若手を表示)

1 : 星塚遺跡， 2: 前栽遺跡， 3: 布留巡跡， 4 小墓古境， 5: 舞庄巡跡， Ab: モミ属， Pi : 二葉

松顎， C1': スギ ， Cu : イチイ科一イヌガヤ科ーヒノキ科， oc: 他の針葉樹， Cy: アカカシ直属，

Le: コナラTI.I!属 ， C-O: クマシデ属ーアサダ属， C-C: クリ属ーシイノキ属， C-A: エノキ属ー

ムクノキ属， Th: ッパキ科， Aa: ウコギ科， ob 他の広楽樹， Gr: イ ネ手+， Cp : カヤツリ グ

サ科， Ar: ヨモギ属， on: 他の草木花粉， up 未向定花粉

Fig. 5. Locality map and rates of appearance of fossil pollen. 

1: Hoshizuka site, 2: S巴nzai s ite, 3: Fu1'u sitf' , 4: Obaka Tomb, 5: Mainosho site, 

Ab: Abies, Pi: D妙loxylon， Cr: Cryρtomel'ia， Cu: Taxaceae-Chepalotaxaceae.Cupressｭ

aceae, oc: other conifer, Cy: Cyclobalanopsis, Le: LePidobalanus, C-O: Carpinusｭ
Ostrya, C-C: Castan.ea-Castanoρsis， C-A: Celtis-A_ρhan.anthe， Th: Theaceae, 
Aa: Araliaceae, ob: other broad-Ieaved tree, Gr: G1'amineae, Cp: Cyperaceae, 
Ar: Arlemisia, on: other nonarboreal po][en, up: unknown pollens. 
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小墓古墳と星塚古墳は 6 世紀前半の首長墓とみなすことのできる比較的大型の古墳であり ， このよう

な古墳において築造後数十年， すなわち被葬者の2 ・ 3世代後には古境築造当時の景観が失われるほど

二次林化が進んでいたことは重要な知見といえよう。

草本花粉では概してイネ科 ・ ヨモギ属 ・ カヤツリグサ科が優占するが， 遺跡によって優占傾向がか

なり異なる。これらの革本類は人為的な影響による二次植生としてとらえられる。

栽培植物では小墓古墳のE帯と星塚遺跡のIII. 1V伴fでソバ属の花粉が連続的な出現を示す。同時に

樹木花粉の減少とイネ科・ヨモギ属 ・ カヤ ツ リグサ科 など草木花粉の増加がみられる。これは周囲が

切り聞かれ畑地化したと理解されよう。 奈良盆地において畑作栽培植物の花粉の連続的 I:l:l現は 6 位紀

以前には認められていなし、。 事例はまだ少ないが 7 世紀におけ る集約的な畑作の開始が示唆される 。

4. むすび

古墳時代の奈良盆地東部の植生は，基本的にアカガシ亜属を主とする照葉樹林が発達 してきたが，

古墳築造や農地および集落の拡大なと ， 人々の活動によ って二葉松類 ・ エノキ属ームクノキ属 ・ クマ

シデ属 アサダ属の二次林が部分的に出現し，人為的な影響によ る革本の多い環境が広がりつつあっ

た。そして. 7 世紀には集約的な畑作の開始が示唆され る。

また，遺跡、のj栓積物の花粉分析ではかなり狭い範囲の植生を強く反映する場合があり，一遺跡から

当時の周辺地域における植生を検討すること は妥当ではなく ，周辺地域のデータ集積が不可欠といえ

ょう。
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図版 奈良盆地東部の遺跡の堆積物の花粉

Pollen obtained from the Kofun period sediments at archaeological s ites, eastern Nara Basin. 
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Short Note 

The pollen assemblages obtained from the Kofun period sediments at archaeological sites, 

eastern part of Nara Basin, are composed of such remarkable taxa as Quercus subgen. Cyｭ

clobalanopsis, Cηρtomeria， Pinus subgen. Diρloxylon， Celti“f匂S

such nonarboleal pollen as Gramineae, Artemisia and Cyper悶aceae. The natural forests are 

characterized by a dominance of evergreen oak (Quercus subgen. Cyclobalano.ρsis) ， accompaｭ

nied by needle-leaved tree (Cηρtomeria， Pinus subgen. Diploxylon). But a Pinus subgen. 

Diρloxylon， Celtis-Aρhananthe， Car.ρinus-Ostrya and nonarboleal pollen dominate in several 

archaeological sites. During the Kofun period at eastern Nara Basin, the natural vegetation 

had been destoryed to make mounded tombs, settlements and farmlands. 
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